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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズを保持するレンズ保持枠と、
　前記レンズ保持枠の外側に配置されるとともに直進溝が形成された第１筒部材と、
　前記レンズ保持枠の外側に配置されるとともにリード溝が形成された第２筒部材と、
　前記直進溝に嵌合する円柱状の第１部分、及び、前記第１部分に対して偏心するととも
に前記リード溝に嵌合する円柱状の第２部分、を有し、前記第１部分の軸線を中心として
前記レンズ保持枠に対して回転可能に取り付けられ、前記軸線に沿った方向に貫通穴が設
けられた第１調整部材と、
　頭部及び軸部を有し、前記貫通穴に挿入され、前記軸部を前記レンズ保持枠に設けられ
たねじ孔に螺合することにより、前記第１調整部材を前記レンズ保持枠に固定するねじと
、を備え、
　前記頭部は、円柱状であり、外周が前記貫通穴の前記第１部分の内径側と接触し、前記
第２部分の内径側とは非接触であること、
を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　請求項１に記載のレンズ鏡筒であって、
　前記第１筒部材と前記第２筒部材とは、同心状に隣接配置されていること、
を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項３】
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　請求項１又は２に記載のレンズ鏡筒であって、
　前記第２筒部材は、前記第１筒部材の内側に配置され、
　前記貫通穴における、レンズ保持枠側端部の開口径は前記頭部よりも小径であり、
　前記貫通穴における、前記レンズ保持枠側端部以外の部分の開口径は前記頭部よりも大
径であり、
　前記頭部と前記レンズ保持枠との間に、前記第１調整部材における前記貫通穴が前記小
径となっている部分を挟持することにより、前記第１調整部材は前記レンズ保持枠に固定
されること、
を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒であって、
　前記第１筒部材は、前記第２筒部材の内側に配置され、
　前記貫通穴における、レンズ保持枠側端部の開口径は前記頭部よりも小径であり、
　前記貫通穴における、前記レンズ保持枠側端部以外の部分の開口径は前記頭部よりも大
径であり、
　前記頭部における前記第２部分の内径側と非接触の部分と前記レンズ保持枠との間に、
前記第１調整部材における前記貫通穴が小径となっている部分を挟持することにより、前
記第１調整部材は前記レンズ保持枠に固定されていること、
を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒であって、
　前記レンズ保持枠の外周に沿った３箇所のうちの２箇所に前記第１調整部材が取り付け
られ、１箇所に前記直進溝及び前記リード溝に嵌合する部分が同軸である第２調整部材が
取り付けられていること、
を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒を備える光学機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズ鏡筒及び光学機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、レンズ鏡筒が備える固定レンズ群のチルト・シフト調芯機構として、偏芯コマを
使用する機構が提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２１９４０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の機構は、６個のコマを使用する為、一般的に３個のコマで吊られる可動
レンズ群（ズーミングやフォーカシングで光軸方向に移動する群）に直接適用することは
できない。したがって、可動レンズ群に対してチルト調芯機構を導入する場合、可動機構
とは別に、調芯（調心）機構を搭載する必要がある。このため、レンズ鏡筒の大型化・部
品の複雑化が問題となる。さらに、チルト調芯時に発生するシフト成分の抑制が不十分で
ある。
【０００５】
　本発明の課題は、改善された調芯機構を有するレンズ鏡筒及び光学機器を提供すること
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である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のレンズ鏡筒は、レンズを保持するレンズ保持枠と、前記レンズ保持枠の外側に
配置されるとともに直進溝が形成された第１筒部材と、前記レンズ保持枠の外側に配置さ
れるとともにリード溝が形成された第２筒部材と、前記直進溝に嵌合する円柱状の第１部
分、及び、前記第１部分に対して偏心するとともに前記リード溝に嵌合する円柱状の第２
部分、を有し、前記第１部分の軸線を中心として前記レンズ保持枠に対して回転可能に取
り付けられ、前記軸線に沿った方向に貫通穴が設けられた第１調整部材と、頭部及び軸部
を有し、前記貫通穴に挿入され、前記軸部を前記レンズ保持枠に設けられたねじ孔に螺合
することにより、前記第１調整部材を前記レンズ保持枠に固定するねじと、を備え、前記
頭部は、円柱状であり、外周が前記貫通穴の前記第１部分の内径側と接触し、前記第２部
分の内径側とは非接触である構成とした。
　また、本発明の光学機器は、上記レンズ鏡筒を備える構成とした。
【０００７】
　なお、上記構成は、適宜改良してもよく、また、少なくとも一部を他の構成物に代替し
てもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、改善された調芯機構を有するレンズ鏡筒及び光学機器を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態であるレンズ鏡筒及びカメラボディを備えるカメラの縦断面
図ある。
【図２】レンズ鏡筒の先端部分の拡大図である。
【図３】第１偏芯コマを示す図であり、（ａ）は、レンズ鏡筒内の第１偏芯コマ部分の断
面図、（ｂ）は第１偏芯コマの斜視図である。
【図４】同芯コマを示す図であり、（ａ）はレンズ鏡筒内の同芯コマ部分の断面図、（ｂ
）は同芯コマの斜視図である。
【図５】第２偏芯コマを示す図であり、（ａ）はレンズ鏡筒内の第２偏芯コマ部分の断面
図断面図、（ｂ）は第２偏芯コマの斜視図である。
【図６】光軸と直交する方向から見たレンズ鏡筒の断面図であり、（ａ）は第１偏芯コマ
が取り付けられている部分の断面図であり、（ｂ）は第２偏芯コマが取り付けられている
部分の断面図である。
【図７】外径側より偏芯コマが取り付けられている部分を見た図であり、（ａ）は第１偏
芯コマが取り付けられている部分、（ｂ）は第２偏芯コマが取り付けられている部分であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面等を参照して、本発明の実施形態について説明する。図１は、本発明の一実
施形態であるレンズ鏡筒１及びカメラボディ２を備えるカメラ３の縦断面図ある。
　以下、レンズ鏡筒１における、光軸ＯＡ方向先端側を被写体側、光軸方向後端側のカメ
ラボディ２に装着される側をマウント側として説明する。
【００１１】
　本実施形態におけるレンズ鏡筒１は、焦点距離を可変可能な、いわゆるズームレンズで
ある。レンズ鏡筒１は、内部に、６群のレンズ群（第１レンズ群Ｌ１，第２レンズ群Ｌ２
，第３レンズ群Ｌ３，第４レンズ群Ｌ４，第５レンズ群Ｌ５，第６レンズ群Ｌ６）を備え
て構成されている。
　レンズ鏡筒１のマウント側には、レンズマウントＬＭが設けられ、カメラボディ２のカ
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メラマウントＣＭに対して、例えばバヨネット結合により着脱可能となっている。
【００１２】
　図２は、図１におけるレンズ鏡筒１の先端部分の拡大図である。
　レンズ鏡筒１は、詳細な説明は省略するが、レンズマウントＬＭに対して固定されてい
る固定筒１０を備える。固定筒１０の被写体側には、フォーカス環２０が、その固定筒１
０回転可能に装着されている。
　フォーカス環２０は、所定長さの円筒状であって、光軸ＯＡ方向に移動不能で且つ光軸
ＯＡ回りに回転可能に設けられている。
【００１３】
　フォーカス環２０の内径側には、連動部２１が設けられ、連動部２１はフォーカス環２
０の内径側に配置された第１カム環３０に連結されている。
　第１カム環３０は、被写体側に位置するカム環前部３２と、該カム環前部３２のマウン
ト側に位置するカム環後部３３とを備える。カム環前部３２の径は、カム環後部３３の径
よりも大きい。
　カム環前部３２には、傾きが一定の第１リード溝３１が、円周方向に互いに均等な間隔
で３条設けられている。第１リード溝３１には、後述する第１偏芯コマ８０及び同芯コマ
９０が摺動可能にはめ込まれている。
【００１４】
　第１カム環３０の内径側には、直進筒４０が配置されている。
　直進筒４０も、被写体側に位置する直進筒前部４１とマウント側の直進筒後部４２とを
備える。直進筒前部４１の径は、直進筒後部４２の径よりも大きい。
　直進筒前部４１には第１直進溝４３が、直進筒後部４２には第２直進溝４４が、それぞ
れ円周方向に均等な間隔で３条設けられている。
　第１直進溝４３には、後述する第１偏芯コマ８０及び同芯コマ９０が摺動可能にはめ込
まれる。また、第２直進溝４４には、後述する第２偏芯コマ１００及び同芯コマ９０が摺
動可能にはめ込まれている。
【００１５】
　直進筒後部４２の内径側には、第２カム環７０が配置されている。
　第２カム環７０には、傾きが一定の第２リード溝７１が、円周方向に互いに均等な間隔
で３条設けられている。
　第２リード溝７１には、後述する第２偏芯コマ１００及び同芯コマ９０が摺動可能には
め込まれている。
【００１６】
　直進筒４０の直進筒前部４１の被写体側先端には、前面カバー環５０、及び第１レンズ
群Ｌ１を保持する第１レンズ枠６１が固定されている。
【００１７】
　第２レンズ群Ｌ２は、第１レンズ群Ｌ１のマウント側に配置されたフォーカスレンズ群
であり、第２レンズ枠６２に保持されている。
　第２レンズ枠６２は、その外周部における互いの距離が均等な３箇所（後述の図６（ａ
）参照）に、後述する第１偏芯コマ８０と同芯コマ９０とを取りつけるための第１取付部
６４が形成されている。
【００１８】
　第３レンズ群Ｌ３は、第２レンズ群Ｌ２のマウント側に配置されたズームレンズ群であ
り、第３レンズ枠６３に保持されている。
　第３レンズ枠６３も、その外周部における互いの距離が均等な３箇所（後述の図６（ｂ
）参照）に、後述する第２偏芯コマ１００と同芯コマ９０とを取り付けるための第２取付
部６５が形成されている。
【００１９】
　図３は、第２レンズ枠６２の３つの第１取付部６４のうちの２つに取り付けられる第１
偏芯コマ８０を示す図であり、図３（ａ）は、レンズ鏡筒１内の第１偏芯コマ８０部分の
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断面図、図３（ｂ）は第１偏芯コマ８０の斜視図である。
　図４は、第２レンズ枠６２の３つの第１取付部６４のうちの１つと、第３レンズ枠６３
の３つの第２取付部６５のうちの１つに取り付けられる同芯コマ９０を示す図であり、図
４（ａ）はレンズ鏡筒１内の同芯コマ９０部分の断面図、図４（ｂ）は同芯コマ９０の斜
視図である。
　図５は、第３レンズ枠６３の３つの第２取付部６５のうちの２つに取り付けられる第２
偏芯コマ１００を示す図であり、図５（ａ）はレンズ鏡筒１内の第２偏芯コマ１００部分
の断面図断面図、図５（ｂ）は第２偏芯コマ１００の斜視図である。
【００２０】
　図６は、光軸ＯＡと直交する方向から見たレンズ鏡筒１の断面図であり、図６（ａ）は
第１偏芯コマ８０が取り付けられている部分の第１カム環３０より内径側の断面図であり
、図６（ｂ）は第２偏芯コマ１００が取り付けられている部分の直進筒４０より内径側の
断面図である。
【００２１】
　図７は、外径側より偏芯コマが取り付けられている部分を見た図である。図７（ａ）は
第１偏芯コマ８０が取り付けられている部分の第１カム環３０の外径側より見た図であり
、図７（ｂ）は第２偏芯コマ１００が取り付けられている部分の直進筒４０の外径より見
た図である。
【００２２】
　図３に示すように、第１偏芯コマ８０は、小径同芯部８１、中径同芯部８２、及び大径
偏芯部８３を、第１取付部６４に取り付けられる側から順に備える。
　小径同芯部８１と中径同芯部８２とは、図３及び図７（ａ）に示すように、同一の第１
軸線Ａ１を中心としており、大径偏芯部８３は、第１軸線Ａ１と異なる第２軸線Ａ２を中
心としている。
【００２３】
　第１偏芯コマ８０の内部には、第１軸線Ａ１を中心とした円形の孔８４が開口されてい
る。大径偏芯部８３と中径同芯部８２とにおいてこの孔８４の径は同径であって、小径同
芯部８１（第２レンズ枠６２側端部）において孔８４の径は小さい。
　また、第１偏芯コマ８０の大径偏芯部８３側の面には、第１軸線Ａ１を通り且つ第１軸
線Ａ１と直交する直線に沿って、溝８５が設けられている。
【００２４】
　また、第１偏芯コマ８０を取り付ける第１取付部６４は、第２レンズ枠６２の外周側か
ら内方に向かう円形の開口部６４ａと、その開口部６４ａの中心部において更に内方側に
設けられたねじ孔６４ｂとを有する。
【００２５】
　２つの第１偏芯コマ８０は、第２レンズ枠６２の外周に設けられた３箇所の第１取付部
６４のうちの２つに取り付けられている。
　なお、図１及び２においては、わかりやすいように、断面図において下２箇所に第１取
付部６４を示すが、実際には同一断面上には存在しない。
【００２６】
　図４に示すように、同芯コマ９０は、小径同芯部９１、中径同芯部９２、大径同芯部９
３とを、第１取付部６４の取り付けられる側から備える。
　小径同芯部９１と中径同芯部９２と大径同芯部９３は、同一の軸線Ｂ１を中心としてお
り、同芯コマ９０の内部には、軸線Ｂ１を中心とした円形の孔９４が開口されている。大
径同芯部９３と中径同芯部９２とにおいてこの孔９４の径は同径であって、小径同芯部９
１において孔９４の径は小さい。なお、同芯コマ９０は、上述の第１取付部６４及び後述
の第２取付部６５にそれぞれ１つづつ取り付けられる。
【００２７】
　図５に示すように、第２偏芯コマ１００は、小径同芯部１０１、中径偏芯部１０２、及
び大径同芯部１０３を、第２取付部６５に取り付けられる側から順に備える。
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　小径同芯部１０１と大径同芯部１０３とは、図５及び図７（ｂ）に示すように同一の第
１軸線Ｃ１を中心としており、中径偏芯部１０２は、第１軸線Ｃ１と異なる第２軸線Ｃ２
を中心としている。
【００２８】
　第２偏芯コマ１００の内部には、第１軸線Ｃ１を中心とした円形の孔１０４が開口され
ている。大径同芯部１０３と中径偏芯部１０２とにおいてこの孔１０４の径は同径であっ
て、小径同芯部１０１（第３レンズ枠６３側端部）において孔１０４の径は小さい。
　また、第２偏芯コマ１００の大径同芯部１０３側の面には、第１軸線Ｃ１を通り且つ第
１軸線Ｃ１と直交する直線に沿って、溝１０５が設けられている。
【００２９】
　また、第２偏芯コマ１００を取り付ける第２取付部６５は、第３レンズ枠６３の外周側
から内方に向かう円形の開口部６５ａと、その開口部６５ａの中心部において更に内方側
に設けられたねじ孔６５ｂとを有する。
【００３０】
　２つの第２偏芯コマ１００は、第３レンズ枠６３の外周に設けられた３箇所の第２取付
部６５のうちの２つに取り付けられている。
　なお、第２取付部６５も、第１取付部６４と同様に、図１及び２においては、わかりや
すいように、断面図において上下２箇所に第１取付部６４を示すが、実際には同一断面上
には存在しない。
【００３１】
　次に、第２レンズ枠６２の第１取付部６４に取り付けられた、第１偏芯コマ８０及び同
芯コマ９０に挿入される第１取付ねじ８６について説明する（図３に最もわかりやすく示
す）。
　第１取付ねじ８６は、頭部８６ａと軸部８６ｂとを備え、大径偏芯部８３側から孔８４
に挿入されている。軸部８６ｂは、孔８４における小径同芯部８１の内部に設けられた径
の小さい部分８４ｂを貫通し、第２レンズ枠６２の第１取付部６４側のねじ孔６４ｂに螺
合している。
【００３２】
　第１取付ねじ８６の頭部８６ａは、円柱形状を有している。頭部８６ａの外周は、中径
同芯部８２の内面８２ｂと接触しているが、大径偏芯部８３の内面８３ｂまでは延びてお
らず、大径偏芯部８３の内面８３ｂとは接触していない。
　すなわち、頭部８６ａは、直進溝４３に嵌合する偏芯していない中径同芯部８２の内面
８２ｂには接触しているが、リード溝３１に嵌合する大径偏芯部８３とは接触していない
。
【００３３】
　次いで、第３レンズ枠６３の第２取付部６５に取り付けられた、第２偏芯コマ１００及
び同芯コマ９０に挿入される第２取付ねじ１０６について説明する（図５に最も判りやす
く示す）。
　第２取付ねじ１０６も、第１取付ねじ８６と同様に、頭部１０６ａと軸部１０６ｂとを
備える。
　第２取付ねじ１０６も、大径同芯部１０３側から孔１０４に挿入されている。軸部１０
６ｂは、小径同芯部１０１の内部に設けられた孔１０４の径の小さい部分１０４ｂを貫通
し、第３レンズ枠６３の第２取付部６５側のねじ孔６５ｂに螺合している。
【００３４】
　第２取付ねじ１０６が第１取付ねじ８６と異なる点は、頭部１０６ａの形状である。
　頭部１０６ａは、軸部１０６ｂに近い側の小径円柱状頭部１０６ａａと、軸部１０６ｂ
から遠い側の大径円柱状頭部１０６ａｂとを有する。
　そして大径円柱状頭部１０６ａｂの外周は、大径同芯部１０３の内面１０３ａと接触し
ているが、中径偏芯部１０２の内面１０２ａとは接触していない。
　また、小径円柱状頭部１０６ａａの外周は、小径偏芯部１０２の内面１０２ａ及び大径
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同芯部１０３の内面１０３ａの両方と接触していない。
　すなわち、頭部１０６ａは大径円筒状頭部１０６ａｂによって、直進溝４４に嵌合する
偏芯していない大径同芯部１０３の内面１０３ａと接触しているが、リード溝７１に嵌合
する中径偏芯部１０２の内面１０２ａとは接触していない。
【００３５】
　次に、本実施形態のレンズ鏡筒１の組み立て方について説明する（図２参照）。
　まず、第２カム環７０の外周に直進筒４０を嵌めこむ。
　第３レンズ群Ｌ３を保持する第３レンズ枠６３を第２カム環７０に挿入する。
　直進筒４０の第２直進溝４４と、第２カム環７０の第２リード溝７１と、第３レンズ枠
６３の第２取付部６５との位置を合わせる。
【００３６】
　第２直進溝４４側から２つの第２偏芯コマ１００及び１つの同芯コマ９０を挿入し、第
２取付部６５の開口部６５ａに、小径同芯部１０１，９１をはめ込む。
　第２偏芯コマ１００の孔１０４に取付ねじ８６を挿入し、同芯コマ９０の孔９４にに取
付ねじ９６を挿入する。そして取付ねじ１０６，９６を第２取付部６５のねじ孔６５ｂに
螺合する。
【００３７】
　このように取り付けることにより、中径偏芯部１０２と小径同芯部１０１との間の内径
の差により形成された段差１０７が取付ねじ１０６の大径円柱状頭部１０６ａｂで押さえ
られ、第２偏芯コマ１００が第３レンズ枠６３に取り付けられる。同芯コマ９０も同様に
第３レンズ枠６３に取り付けられる。
　この際、取付ねじ１０６の大径円柱状頭部１０６ａｂの外周は、大径同芯部１０３の内
径側と接触するが、中径偏芯部１０２の内径側とは接触しない。
　そして、第２偏芯コマ１００の大径同芯部１０３は、直進筒４０の第２直進溝４４に摺
動可能にはめ込まれ、中径偏芯部１０２は第２カム環７０の第２リード溝７１にはめ込ま
れる。
【００３８】
　次に、第１カム環３０を直進筒４０の外側にはめ込む。
　第１カム環３０の第１リード溝３１と直進筒４０の第１直進溝４３と第２レンズ枠６２
の第１取付部６４との位置を合わせる。
【００３９】
　第１リード溝３１側から２つの第１偏芯コマ８０及び１つの同芯コマ９０を挿入し、第
１取付部６４の開口部６４ａに小径同芯部８１，９１をはめ込む。
　第１偏芯コマ８０の孔８４に取付ねじ８６を挿入する。同芯コマ９０の孔９４に取付ね
じ９６を挿入する。そして取付ねじ８６，９６を第１取付部６４のねじ孔６４ｂに螺合す
る。
【００４０】
　このように取り付けることにより、中径同芯部８２と小径同芯部８１との間の内径の差
により形成された段差８７が取付ねじ８６の頭部８６ａで押さえられ、第１偏芯コマ８０
が第２レンズ枠６２に取り付けられる。同芯コマ９０も同様に第２レンズ枠６２に取り付
けられる。
　この際、頭部８６ａの外周は、中径同芯部８２の内面８２ｂと接触するが、大径偏芯部
８３の内面８３ｂまでは延びておらず、大径偏芯部８３の内面８３ｂには接触しない。
　第１偏芯コマ８０の大径偏芯部８３は、第１カム環３０の第１リード溝３１に摺動可能
にはめ込まれ、中径同芯部８２は直進筒４０の第１直進溝４３にはめ込まれる。
　そして、直進筒４０の被写体側先端に第１レンズを保持する第１レンズ枠６１を取り付
ける。
【００４１】
　次に、この、第１カム環３０の外周側にフォーカス環２０をはめ込む前の第１カム環３
０が最外にある状態で、レンズ鏡筒１のチルト調芯を行う。
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　まず、第２レンズ群Ｌ２の調芯を行う場合、第１偏芯コマ８０の溝８５にマイナスドラ
イバを挿入して第１偏芯コマ８０を回転させる。この際、第１偏芯コマ８０は、同芯軸Ａ
１を中心に回転する。
　第１偏芯コマ８０は、第１カム環３０の第１リード溝３１と、直進筒４０の第１直進溝
４３と嵌合している。そして、第１リード溝３１に嵌合している大径偏芯部８３は、同芯
軸Ａ１より偏芯している。
【００４２】
　第１偏芯コマ８０が、同芯軸Ａ１を中心に回転すると、大径偏芯部８３と第１リード溝
３１との接触位置が移動する。
　例えば、図２の上側に位置する第１偏芯コマ８０の大径偏芯部８３を図７（ａ）で示す
Ｆ方向に回転すると、Ａ１とＰ１との距離が離れることになる。第２レンズ枠６２の同芯
コマ９０によって保持されている位置は固定されているので、第２レンズ枠６２の図２に
おける上側（図７における上面側）が、マウント側に傾き、第２レンズ枠６２がチルトす
る。　
【００４３】
　このように、同芯コマ９０を固定して、他の２つの第１偏芯コマ８０によって第２レン
ズ枠６２をチルトさせ、第２レンズ枠６２、すなわち第２レンズ群Ｌ２の位置調整を行う
ことができる。
【００４４】
　このとき、第１偏芯コマ８０に設けられている孔８４のうちの、直進溝４３に挿入され
た中径同芯部８２に設けられている部分には、第１取付ねじ８６の頭部８６ａが、その側
面を接触させるようにして挿入されている。
　これにより、第１偏芯コマ８０における、直進溝４３に挿入されている部分が補強され
、変形がより防止される。
【００４５】
　したがって、チルト調芯時における第２レンズＬ２のシフト方向の移動（光軸と垂直な
平面内の移動）が効果的に抑制される。これにより、チルト、シフトの分離性の高い、高
精度な調芯画可能となる。
　さらに、第２レンズ群Ｌ２がフォーカシングにより移動する際に、第１偏芯コマ８０に
負担が加わっても、その内径側が頭部８６ａにより補強され、第１偏芯コマ８０の剛性が
高くなっているので、第２レンズ群Ｌ２のシフト成分の抑制効果が維持される。
　一方、第１偏芯コマ８０に設けられている孔８４のうちの、リード溝３１に挿入された
大径偏芯部８３に設けられている部分には、第１取付ねじ８６の頭部８６ａは接触してい
ない。
　したがって、第１偏芯コマ８０の若干の変形が可能となり、第１偏芯コマ８０を回転さ
せて、第２レンズ枠６２（第２レンズＬ２）をチルトさせることが可能となる。
【００４６】
　第３レンズ枠６３の場合も、第２レンズ枠６２と同様にチルト可能であるが、第２偏芯
コマ１００では、中径偏芯部１０２が偏芯している。
　図２の上側に位置する第２偏芯コマ１００の中径偏芯部１０２を図７（ｂ）で示すＦ方
向に回転すると、Ｃ１とＰ２との距離が近づくことになる。第３レンズ枠６３の同芯コマ
９０によって保持されている位置は固定されているので、第３レンズ枠６３の図２におけ
る上側（図７における上面側）が、被写体側に傾き、第３レンズ枠６３がチルトする。
【００４７】
　このとき、第２偏芯コマ１００に設けられている孔１０４のうちの、直進溝４４に挿入
された大径同芯部１０３に設けられている部分には、第２取付ねじ１０６の頭部１０６ａ
（大径円柱状頭部１０６ａｂ）が、その側面を接触させるようにして挿入されている。
【００４８】
　これにより、第２偏芯コマ１００における、直進溝４４に挿入されている部分が補強さ
れ、変形がより防止される。
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　したがって、チルト調芯時における第３レンズＬ３のシフト方向の移動（光軸と垂直な
平面内の移動）が効果的に抑制される。これにより、チルト、シフトの分離性の高い、高
精度な調芯画可能となる。
【００４９】
　一方、第２偏芯コマ１００に設けられている孔１０４のうちの、リード溝７１に挿入さ
れた中径偏芯部１０２に設けられている部分は、第２取付ねじ１０６の頭部１０６ａは接
触していない。
　したがって、第２偏芯コマ１００の若干の変形が可能となり、第２偏芯コマ１００を回
転させて第３レンズ枠６３（第３レンズＬ３）をチルトさせることが可能となる。
【００５０】
　以上のように、第２レンズ群Ｌ２及び第３レンズ群Ｌ３のチルト調芯を行った後、フォ
ーカス環２０を第１カム環３０の外径側に挿入し、前面カバー環５０を被写体側にはめ込
んでレンズ鏡筒１を組み立てる。
【００５１】
　フォーカス環２０が回転されると、連動部２１を介し、また、オートフォーカスの場合
等は他の駆動機構により、駆動力が伝達されて第１カム環３０が回転される。
　第１カム環３０の回転により、第１リード溝３１に係合している第１偏芯コマ８０及び
同芯コマ９０が移動し、第２レンズ枠６２が光軸ＯＡ方向に移動してフォーカシングが行
われる。
　また、図示しないズームリング又は他の駆動機構によって第２カム環７０が回転される
と、第２リード溝７１に係合した第２偏芯コマ１００及び同芯コマ９０が移動し、第３レ
ンズ枠６３が光軸ＯＡ方向に移動してズーミングが行われる。
【００５２】
　以上、本実施形態によると、以下の効果を有する。
（１）偏芯コマ８０，１００に設けられている孔８４，１０４のうちの、直進溝４３，４
４に挿入された同芯部８２，１０３に設けられている部分には、取付ねじ８６，１０６の
頭部８６ａ，１０６ａ（１０６ａｂ）が、その側面を接触させるようにして挿入されてい
る。
【００５３】
　これにより、偏芯コマ８０，１００における、直進溝４３，４４に挿入されている部分
が補強され、変形がより防止される。
　したがって、チルト調芯時におけるレンズＬ２，Ｌ３のシフト方向の移動（光軸と垂直
な平面内の移動）が効果的に抑制される。これにより、チルト、シフトの分離性の高い、
高精度な調芯画可能となる。
【００５４】
　さらに、レンズ群Ｌ２，Ｌ３がフォーカシングにより移動する際に、偏芯コマ８０，１
００に負担が加わっても、その内径側がねじ頭８６ａ，１０６ａにより補強され、偏芯コ
マ８０，１００の剛性が高くなっているので、レンズ群Ｌ２，Ｌ３のシフト成分の抑制効
果が維持される。
【００５５】
　一方、偏芯コマ８０，１００に設けられている孔８４，１０４のうちの、リード溝４１
，７１に挿入された偏芯部８２，１０２に設けられている部分は、取付ねじ９６，１０６
の頭部８６ａ，１０６ａは接触していない。
　したがって、偏芯コマ８０，１００の若干の変形が可能となり、偏芯コマ８０，１００
を回転させてレンズ枠６２，６３（レンズＬ２，Ｌ３）をチルトさせることが可能となる
。
【００５６】
（２）可動レンズ群Ｌ２，Ｌ３に偏芯コマ８０，１００が取り付けられており、これらの
偏芯コマ８０，１００を取付ねじ８６，１０６の軸部を中心として回転させたとき、その
回転中心と、中心が異なる偏芯部８３，１０２が、それぞれリード溝３１，７１にはめ込
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ける、リード溝３１，７１と当接している部分Ｐ１，Ｐ２と回転中心Ａ１，Ｃ１との距離
を変化させ、可動レンズ群Ｌ２，Ｌ３をチルトさせることができる。
【００５７】
（３）直進溝に嵌合する部分が偏芯している場合、チルトとシフトが同時に発生してしま
い、調芯の切り分けができない（偏芯量当たりのチルト量とシフト量は、リードの傾きに
依存する）。
　しかし、本実施形態によると、偏芯コマ８０，１００における回転中心と中心が同一な
同芯部８２，１０２が、それぞれ直進溝４３，４４にはめ込まれている。したがって、偏
芯コマ８０，１００を回転させても、直進溝における偏芯コマ８０，１００の位置は変わ
らないので、シフト（光軸垂直平面内での移動）が効果的に抑制される。
【００５８】
（４）また、本実施形態においてカム環に形成されているのは、傾き一定のリード溝のた
め、ズーミングやフォーカシングでレンズ群が光軸方向に移動しても、コマとの接触位置
が一定であって、調芯量は一定に保たれる。
　また、傾きが変化するリード溝の場合、レンズ群の移動に伴って、調芯量が変化してし
まう。
（５）本実施形態の調芯機構は、構造が簡単で、部品数が増えない為、スペース効率が良
く大型化せず、また、コストパフォーマンスが高い。
【００５９】
（変形形態）
　以上、説明した実施形態に限定されることなく、以下に示すような種々の変形や変更が
可能であり、それらも本発明の範囲内である。
（１）本実施形態では、カメラボディ２に着脱可能なレンズ鏡筒１について説明したがこ
れに限定されず、カメラボディ２とレンズ鏡筒１とが一体型であってもよい。
　また、レンズ群の数等も、本実施形態の６群に限定されるものではない。
【００６０】
（２）本実施形態では、第１軸線Ａ１と第２軸線Ａ２とは、図７（ａ）に示すように、第
１リード溝３１に沿った方向にずれているが、これに限定されるものではなく、第１直進
溝４３に沿ってずれていてもよい。
　また、第１軸線Ｃ１と第２軸線Ｃ２も、第１軸線Ａ１と第２軸線Ａ２と同様に、図７（
ｂ）に示すように、第２リード溝７１に沿った方向にずれているが、これに限定されるも
のではなく、第２直進溝４４に沿ってずれていてもよい。
（３）第１リード溝３１、第２リード溝７１に代えてカム溝を採用してもよい。
　なお、実施形態及び変形形態は、適宜組み合わせて用いることもできるが、詳細な説明
は省略する。また、本発明は以上説明した実施形態によって限定されることはない。
【符号の説明】
【００６１】
　１：レンズ鏡筒、２：カメラボディ、３：カメラ、２０：フォーカス環、３０：第１カ
ム環、３１：第１リード溝、４０：直進筒、４３：第１直進溝、４４：第２直進溝、６１
：第１レンズ枠、６２：第２レンズ枠、６３：第３レンズ枠、６４：第１取付部、６４ａ
：開口部、６４ｂ：ねじ孔、６５：第２取付部、６５ａ：開口部、６５ｂ：ねじ孔、７０
：回転筒部材、７１：第２リード溝、８０：第１偏芯コマ、８１：小径同芯部、８２：中
径同芯部、８３：大径偏芯部、８４：孔、８５：溝、８６：取付ねじ、８７：段差、９０
：同芯コマ、９１：小径同芯部、９２：中径同芯部、９３：大径同芯部、９４：孔、１０
０：第２偏芯コマ、１０１：小径同芯部、１０２：中径偏芯部、１０３：大径同芯部、１
０４：孔、１０５：溝、１０６：取付ねじ、１０７：段差、Ａ１：第１軸線、Ａ２：第２
軸線、Ｂ１：軸線、Ｃ１：第１軸線、Ｃ２：第２軸線、Ｌ１：第１レンズ群、Ｌ２：第２
レンズ群、Ｌ３：第３レンズ群、ＯＡ：光軸
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